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2013年3月期 決算説明資料

2013年5月17日
株式会社コンテック
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2013年3月期 業績（連結）
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70170100当 期 純 利 益

278

331

17,429

2013年3月期
実績

160

200

17,500

2013年2月8日
修正計画

△71売 上 高

118経 常 利 益

131営 業 利 益

増減額

（単位：百万円）

21.32円51.62円30.30円
１ 株 当 た り
当 期 純 利 益

1-1. 2013年3月期 計画との差異
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10217068当 期 純 利 益

39

182

182

16,475

2012年3月期
実績

375

96

149

954

増減額

17,429売 上 高

414包 括 利 益

278経 常 利 益

331営 業 利 益

2013年3月期
実績

（単位：百万円）

30.78円51.62円20.84円
１ 株 当 た り
当 期 純 利 益

1-2. 2013年3月期 前期比較
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1011－－連 結 調 整 等

331

149

172

17,429

7,665

9,763 △468,520電子機器事業

18216,475合 計

2177,955E M S 事 業

営 業 利 益売 上 高

（単位：百万円）

（2012年3月期） （2013年3月期） （2013年3月期）（2012年3月期）

1-3. 報告セグメントの業績 前期比較



6

中期経営計画
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2-1. 基本方針

次の５項目を基本方針として事業拡大を図り、
安定的な黒字体質の実現と継続的な成長を目指す。

1.事業体制の変革で成長分野を深耕

2.海外市場の売上拡大

3.グローバル市場で競争力のある

価格・納期の実現

4.商品開発・エンジニアリング体制の強化

5.新規事業の更なる推進
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2-2. 電子機器事業の市場規模

市場規模 約3,600億円 ⇒ 2017年には約5,000億円まで拡大

日本 6００億円

アメリカ地域 １，2００億円

ヨーロッパ地域 900億円

アジア地域 1,800億円

（内、中国 1,000億円）

アジア地域 900億円
（内、中国 500億円）

中国市場が
拡大中

現在

ヨーロッパ地域 １，０００億円

アメリカ地域 １，5００億円

日本 ７００億円

5,000億円

3,600億円

2017年3月時点
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2-3. 中期経営目標

売上高
28,000

42期目標
（2017年3月期）

営業
利益
7%
以上

新中期経営計画の最終年度に売上高280億円、
営業利益率7％以上を達成する。

（単位：百万円）

38期
（2013年3月期）

37期
（2012年3月期）

36期
（2011年3月期）

営業
利益
182

営業
利益
632

売上高
16,475売上高

15,665

電子機器
8,520

電子機器
8,363

EMS
7,955EMS

7,302

39期予想
（2014年3月期）

売上高
21,000

営業
利益
350

前中期経営計画 新中期経営計画

海外
比率

20%

営業
利益
331

電子機器
9,763

売上高
17,429

EMS
7,665

EMS
7,400

電子機器
13,600
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2014年3月期
通期業績予想（連結）
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51.62円

170

278

331

17,429

2013年3月期
実績

48.49円

160

300

350

21,000

2014年3月期
計画

3,571売 上 高

△3.13円
１ 株 当 た り

当 期 純 利 益

△10当 期 純 利 益

22経 常 利 益

19営 業 利 益

増減額

（単位：百万円）

3-1. 2014年3月期 通期業績予想（連結）
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11,071

15,665 16,475 17,429

21,000

350

△ 311

632

182 331

0

4,000

8,000

12,000

16,000

20,000

24,000

△ 1 ,000

△ 500

0

500

1 ,000

1 ,500

2 ,000

売上高
（単位：百万円）

営業利益
（単位：百万円）

2012年
3月期

2013年
3月期

2014年
3月期
（予想）

2011年
3月期

2010年
3月期

3-2. 売上高・営業利益の推移と計画（連結）
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４．コーポレートスローガンの制定

「IT&ICT for the customer」は、「お客様のための産業技術（Industrial 
Technology）と情報通信技術（Information and Communication 
Technology ）の開発」をゆるぎない企業姿勢とし、私たちの商品を通じ
て人々の暮らしをより豊かにする企業でありたいとの思いを込めました。

新たな中期経営計画のスタートに合わせて制定しました。

新コーポレートスローガン



この資料には、当社の現在の計画や業績の見通し
などが含まれております。それらの計画や見通しな
どは、現在当社が入手可能な情報を元に計画、予
測したものです。実際の業績などは、様々な条件の
変化により異なった結果となることがあり、この資料
は、それら計画や見通しなどの実現を保証したもの
ではございません。


